
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援学校における学習評価の考え方や進め方に関する研究・開発 
～知的障害教育における観点別評価を活用した指導と評価の一体化に向けて～ 

Ⅳ 研究の成果 

１  観点別学習状況の評価の要点 

  知的障害特別支援学校における各教科の学習の記録については、学習指導要領に示されている各教科の目標、内容に

照らし、各教科の評価の観点及びその趣旨を踏まえ、具体的に定めた指導内容に対する実現状況等を文章で端的に記述

することとされている。 

本研究では、知的障害特別支援学校の各教科について、観点別学習状況の評価を行う際の評価の見取り方の要点を以

下のように整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の方法 
１ 知的障害教育における学習評価の基本的な考え方の整理 

  令和４年度及び令和５年度の研究の成果を踏まえ、知的障害特別支援学校において観点別学習状

況の評価を実施する際の考え方を整理した。具体的には、「知識・技能」「思考・判断・表現」の評

価を行う際の具体的な見取り方や、「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準の設定や達成状況の

捉え方について、高等部における事例を取り上げて研究し、知的障害教育における学習評価のＰＤ

ＣＡの流れを明確化した。 

２ 単元の構成から評価の総括までの流れの整理 

  昨年度までの研究において、小学部、中学部の全ての教科の単元計画例を作成し、都立特別支

援学校で共有できるようにした。今年度は高等部の国語、数学、職業、音楽の単元計画及び評価

計画を作成した。これらを用いて、教科ごとの評価規準の例や、３観点で評価を行う際の具体的

な方法について研究を行い、評価の総括を行うまでの流れを整理した。 

Ⅰ 研究主題設定の理由 
１ 学習評価の充実 

  特別支援学校小学部・中学部学習指導要領及び特別支援学校高等部学習指導要領（以下、「学

習指導要領」という）においては、学習評価について、各教科等の目標の実現に向けた学習状況

を把握する観点から、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を

工夫して、学習の過程や成果を評価し、授業の改善や学習意欲の向上を図り、資質・能力の育成

に生かすようにすることが示されている。 

２ 特別支援学校における学習評価  

小学校・中学校、高等学校及び特別支援学校の全ての教科等の目標及び内容が、「知識及び技

能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の育成を目指す資質・能力の三

つの柱で再整理されたことを受け、観点別学習状況の評価の観点についても、「知識・技能」「思

考・判断・表現」「主体的に学習的に取り組む態度」の３観点に整理された。 

知的障害特別支援学校においても、小・中・高等学校との学びの連続性を重視する観点から、

学習評価においては観点別学習状況を踏まえた文章による記述が求められている。学習評価は学

習指導とともに学校の教育活動の根幹となるものであり、教育課程に基づいて組織的かつ計画的

に教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割を担っていること

から、各学校における充実が喫緊の課題となっている。 

本研究では、３年間にわたり、知的障害特別支援学校における学習評価の考え方を整理すると

ともに、３観点による評価を指導の改善に生かす方法について事例を通して研究してきた。ま

た、小学部及び中学部の全ての教科を取り上げ、評価場面や評価方法、観点別学習状況の評価の

総括等について研究を行った昨年度に引き続き、今年度は高等部の一部の教科について単元の評

価例の開発を目指して研究に取り組んだ。 

令 和 ７ 年 ２ 月 

東京都教育委員会 

Ⅱ 研究の目的 
知的障害教育における学習評価の考え方を具体的に整理するとともに、観点別学習状況の評価

の３観点による評価を指導の改善に生かす方法や事例について、研究・開発を行う。 

 

教員間のやり取り等を通じて、授業場面での児童の変容を 
挙げる 

（下線）…知識及び技能に関する内容 
（波線）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
（二重線）…学びに向かう力、人間性等に関する内容 

 

 
 
数を数えながら、友達の前にりんごや 

ジュースを配るようになってきましたね。 

第２次のそれぞれの場面で評価したものをまとめる 

【知識・技能】 

「３」という数が分かって、かごに入れていました。（その他は省略） 

【思考・判断・表現】 

朝の会の名前呼びの場面で友達の写真カードを指さし、「いち・

に・さん」と言うようになりました。（その他は省略） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習のめあてが分かり、友達にりんごを配る活動に、最後まで繰り

返し取り組んでいました。（その他は省略） 

ここでは、第 2次の第３時終了後に、児童の変容に 
ついて、教師がやりとりをしている場面を例として示す 

②でまとめた児童の変容を、評価規準に照らして「評価の実際」として

要約し、評価の総括をする  
「３」という数が分かって、

かごに入れていました。 

教師Ｂ 

教師Ａ 

１ 

２ 

３ 

【ポイント】 
第 2 次の第３時で、「知識及び技能」の習
得状況を把握する評価計画を立てている場
合、「知識・技能」の評価規準に照らして、
児童の達成状況を見ていくことを指導前に
教師間で確認しておくことが大切です。 

単元を通して観点別学習状況の評価を行うモデルとし
て、評価計画に定めた場面で、評価規準に即して観点
ごとに児童・生徒の変容を見取り、『評価の実際』として
まとめるまでの流れを整理した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 
  「主体的に学習に取り組む態度」の評価においては、知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりするために、自
らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとしているかどうかという意思的な側面を
評価することとされている。本研究では、「主体的に学習に取り組む態度」の評価を行う際の要点を以下のように整理した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 評価計画について 
  観点別学習状況の評価に当たっては、個々の児童・生徒の学習状況について評価規準に照らしながら記録を取る場面を定めておくとともに、評価
の方法や場面を明確にした評価計画を立てることが重要である。本研究では、知的障害教育における評価計画を以下のように整理した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員名簿  

東 京 都 立 水 元 特 別支 援 学 校 校 長 村上 卓郎 

東京都立八王子東特別支援学校 主 幹 教 諭 森  亮子 

東 京 都 立 多 摩 桜 の 丘 学 園 主 任 教 諭 田辺  唯 

東 京 都 立 墨 東 特 別 支 援 学校 主 幹 教 諭 高橋 昭博 

東 京 都 立 花 畑 学 園 主 幹 教 諭 中村 文香 

東 京 都 立 水 元 特 別 支 援 学校 主 幹 教 諭 今岡 康太 

東 京 都 立 江 東 特 別 支 援 学校 主 幹 教 諭 鈴木 幸枝 

担当 教育庁指導部特別支援教育指導課 統括指導主事 小榮 崇裕

指 導 主 事 宮田  愛 

Ⅴ 研究の成果と課題 
１ 研究の成果 

・ 知的障害特別支援学校における学習評価の考え方や手順について、

事例を用いて具体的に示すことができた。 

・ 小学部、中学部の全教科及び高等部の一部の教科において、評価規 

準の設定から評価の実施までの具体例を示すことができた。 

・ 知的障害特別支援学校の各教科の評価に際して、観点別学習状況の 

評価のそれぞれの観点別に、児童・生徒の目標に対する実現状況の 

見取り方を示した。また、単元を通して適切な場面で評価できるよ 

う、評価計画の作成の仕方に係る考え方も整理した。 

・ 「学びに向かう力、人間性等」の内容が多くの教科で示されていな 

いことを踏まえ、「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準の作 

成の仕方や実現状況の見取り方について、具体的に要点を示すこと 

ができた。 

２ 課題及び今後に向けて 

・ 知的障害のある児童・生徒が在籍する特別支援学校において、本研究

に示す学習評価の考え方や進め方に基づき、一人一人の学習状況が適

切に評価されるよう、各学校に対し更なる理解を促していく必要があ

る。 

・ 児童・生徒の学習状況を記録に残す場面の精選や、「評価計画」に基

づく学習評価の実施など、各学校の指導に生かすことのできる具体的

な事例を、今後更に充実させていく。 

①学習指導要領に示されている各教

科等の目標と内容に基づき、児童・生

徒の実態等を踏まえて年間指導計画

を作成し、これを基に単元（題材）ご

との目標や内容、さらには学習活動等

を示した指導計画を作成する。 

③観点別学習状況の評価の記録を作成するために、単元の中のどの

段階でそれぞれの実現状況が把握できるかを検討し、評価場面と評価

方法を明らかにする。(毎回の授業で全ての観点を評価する必要はない。) 

②単元（題材）ごとの目標と内容を

分析し、単元（題材）ごとに観点別

学習状況の評価を行う上での評価規

準を設定する。  

評価方法（どのように評価するのか） 

 

 

 

 

 

【知識・技能】 

・身の回りにある物が幾つ

分で長さを比較したり、

目盛り幾つ分で長さを比

較したりして、比べてい

る様子を観察する。 

【思考・判断・表現】 

・2量ずつ比べる中で、「一番長

い」「一番短い」を判断して言

い表しているかを観察する。 

・紙テープを用いて、黒板やテ 

ーブルなどの縦と横のどちらが 

長いかを比べている様子を観 

察する。  

【主体的に学習に取り組

む態度】 

・粘り強く学習に取り組ん

でいる様子を観察する。 

 

上記の評価方法により、 

【知識・技能】の観点に

おける学習状況の記録

を取る。 

 

上記の評価方法により、 

【思考・判断・表現】の 

観点における学習状況

の記録を取る。 

 

上記の評価方法により、 

【主体的に学習に取り組

む態度】の観点における

学習状況の記録を取る。 

《ポイント》 

単元の学習活動を踏まえ、下の６点を基に

評価規準を設定する。 

《ポイント》 
学習のめあてに向かって 自分なりに試行錯誤す

る・できる状況や場面を、個に応じて用意する。  

《ポイント》 
【主体的に学習に取り組む態度】は、２
つの側面から評価する。 

《ポイント》 
以下の６点をどのように改善していくか
検討する 

 

 

◆単元の流れ 


